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Ⅰ 調査の目的 
このアンケート調査は、市民の皆さんの市政に関する意向やニーズを把握し、今後の取り組みの参考デ

ータとするために実施しました。第４回アンケートの調査概要は次の通りです。 
 

Ⅱ 調査の概要 
（1）調査地域 ・・・久留米市全域 

（2）調査対象者 ･･･久留米市在住の満 18 歳以上の市民から無作為抽出した候補者の中から選 

任したモニター 

（3）実施方法 ･･･インターネット調査 

（４）調査項目 ･･･①「久留米市の障害者計画」、②「街路樹」、③「文化財」 

（５）調査期間 ･･･令和 3 年 10 月１3 日から 10 月２6 日 

（６）サンプル数  ･･･3９９ 

（７）回収数（率） ･･･315 （80.4％） 
 

Ⅲ 回答者の属性 
                             

 

 

 

                 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 調査結果利用上の注意 

比率は百分率(％)で、小数点以下第 2 位を四捨五入しました。このため、合計の比率が 0.1～0.3％程

度増減することがあります。また、２つ以上の回答(複数回答)を求めたものについては、比率の合計が

100％を超えることがあります。 

※使用した地域区分 

ブロック名 対応する校区

東部 山川、山本、草野、善導寺、大橋、船越、水分、柴刈、川会、竹野、水縄、田主丸

北部 小森野、合川、宮ノ陣、北野、弓削、大城、金島

中央東部 西国分、東国分、御井

南東部 上津、高良内、青峰

中央部 荘島、日吉、篠山、京町、南薫、長門石

中央南部 鳥飼、金丸、南、津福

南西部 荒木、大善寺、安武

西部 城島、下田、青木・浮島、江上、犬塚、三潴、西牟田

■ 居住地ブロック （％）

東部 13.7

北部 14.6

中央東部 14

南東部 8.6

中央部 14.3

中央南部 17.8

南西部 8.6

西部 8.6

合計 100

■ 年代 （％）

20代以下 14.9

30代 17.5

40代 31.8

50代 20.6

60代 12.4

70代以上 2.9

合計 100

■ 性別 （％）

男 33.6

女 66.4

合計 100

■ 職業 （％）

農林漁業 0.6

自営業 6.4

給与所得者
（常勤）

48.9

パート・アルバイト
（学生は除く）

19.1

学生 5.1

家事に専念 10.2

無職 4.4

その他 5.4

合計 100



 

 

 

 

市政アンケートモニター「くるモニ」 

第４回アンケート 

「久留米市の障害者計画」、「街路樹」、「文化財」 

調査期間：令和 3 年 10 月１3 日（水）から 10 月２6 日（火）まで 

 

 

 

 久留米市では、市政に関する意識等を把握するため、市政アンケートモニター（くるモニ）を対象にインターネ

ットによるアンケート調査を実施しています。 

 

  第４回目となる今回のアンケートでは、「久留米市の障害者計画」、「街路樹」、「文化財」について、下記のよ

うな視点から市民の皆さんの意識や行動を把握する目的で調査を行います。 

 

①「久留米市の障害者計画」・・・障害者に関する法律や障害者との関わり 

②「街路樹」・・・久留米市の街路樹の植栽状況 

③「文化財」・・・久留米市の郷土の歴史・文化財に関する市の取組みや認知度 

 

 モニターの皆さんからご意見をお聞きし、今後の取り組みの参考にしたいと考えておりますので、アンケート

へのご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

1 障害者計画について  

久留米市では、障害の有無に関わらず、誰もが支えあいながら安心して暮らし続けることができるまちの実

現に向けて「久留米市障害者計画」を策定し、障害者の自立及び社会参加・参画の支援等に係る取り組みを進

めているところです。 

なお、第３期久留米市障害者計画等については、久留米市のホームページをご覧ください。 

 

障害のある人との関わりについておたずねします 

 

問１ あなたは、障害のある人と気軽に話したり、手助けをしたりしたことがありますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

１ ある 65.4％            ２ ない 34.6％       

 

付問１ 問１で「１ ある」と回答された方におたずねします。 

それはどのような対応でしたか。（あてはまる番号にいくつでも○印） 

 

 １ 相談相手、話し相手  27.3％ 

 ２ 声かけ  37.5％ 

 ３ 席をゆずる  27.6％ 

 ４ 移動の手助け（車椅子を押す、横断歩道での付き添いなど）  25.4％ 

 ５ 手続きの手助け（手続きの内容の説明、代筆など）  7.9％ 

 ６ 日常生活上の手助け（買い物・家事・着替えの手伝いなど）  12.4％ 

 ７ その他（                           ）  5.4％ 

 

 

付問２ 問１で「２ ない」と回答された方におたずねします。 

     なかったのはどうしてですか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

１ 機会がなかったから  30.5％ 

２ 相手がどう反応するかわからずとまどったから  0.6％ 

３ 自分がきちんと対応できないと思ったから 2.9％ 

４ おせっかいになるような気がしたから  0.3％ 

５ 周囲に気恥ずかしさを感じたから  0.0％ 

６ 手助けすることが障害者のためにならないと思ったから  0.3％ 

７ その他（                           ）  0.0％ 

付問２へ 



問２ あなたは、障害のある人を支援する次のような活動に参加したいと思いますか。 

（あてはまる番号に３つまで○印） 

 

 １ 講演会やシンポジウムへの参加  27.0％ 

 ２ 障害者とのレクレーション、交流活動への参加  20.3％ 

 ３ 障害者の買い物の付き添いなど生活の手助け  15.2％ 

 ４ 手話通訳、点訳、要約筆記、録音テープの吹き込みなど  15.9％ 

 ５ 障害者を支援するボランティアなどの市民活動  18.4％ 

 ６ ソーシャルネットワーク（ツイッターやＬＩＮＥなど）を活用した交流  13.3％ 

 ７ 障害者を支援する市民団体の運営  6.7％ 

 ８ どれも参加したくない  26.4％ 

 ９ その他（                           ）  6.7％ 

 

問３ 障害のある人が地域で生活するに当たって、どのようなことが必要だと思いますか。 

（特に必要だと思う番号に１つだけ○印） 

    

    １ 支えあいや理解を深めるための市民一人ひとりの行動  30.5％ 

 ２ 地域住民や関係機関との連携によるネットワークづくり  28.6％ 

 ３ 道路や建物のバリアフリー化などのハード面の環境整備  40.0％ 

 ４ その他（                           ）  1.0％ 

 

障害者差別解消法についておたずねします 

問４ あなたは、平成２８年４月に施行された障害者差別解消法について知っていますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 １ 内容まで知っている 7.3％               ２ 言葉は聞いたことはある 25.1％ 

 ３ 知らない 67.6％ 

 

問５ あなたは、障害のある人に対して、障害を理由とする差別や偏見があると思いますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

   １ そう思う  21.3％ ２ どちらかといえばそう思う  52.1％ 

    ３ どちらかといえばそう思わない  16.8％     ４ そう思わない  9.8％ 

 

問６ あなたは、障害者差別解消法が施行（平成２８年４月）される前と比べて、障害のある人に対する差

別や偏見は改善されたと思いますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

   

 １ 改善されていると思う  12.4％          ２ 改善されていないと思う  30.8％ 

 ３ どちらともいえない  56.8％ 

 



問７ 障害のある人が地域で暮らすためには、社会の中にあるバリアを取り除く配慮が必要になることが

あります。（例えば、車いすの介助やわかりやすい説明など。） 

あなたは、こうした配慮をしないことが「障害を理由とする差別」に当たることを知っていましたか。

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

    １ 知っていた  37.8％ ２ 知らなかった  62.2％ 

 

障害者虐待防止法についておたずねします 

 

問８ あなたは、平成２４年１０月に施行された障害者虐待防止法について知っていますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 １ 内容まで知っている  8.3％     ２ 言葉は聞いたことはある  27.9％ 

 ３ 知らない  63.8％ 

 

問９ あなたは、障害者が虐待されているのではないかという場面を見聞きしたとき、誰かに相談します

か。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

   ※障害者の虐待に関する相談・通報・届出の窓口については、久留米市のホームページをご確認くだ

さい。 

 

    １ 相談する  87.3％           ２ 相談しない  12.7％ 

 

問１０ 久留米市の障害者計画について、ご意見やご提案があれば自由にご記入ください。（1000 字以

内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで、「１ 久留米市の障害者計画」の質問を終了します。 

次のページからは「２ 街路樹」についておたずねします。 

 

 



２ 街路樹について  

久留米市では、街路樹による緑豊かな景観づくりを目指し、計画的な街路樹の整備を進めています。 また、

市民ボランティアによる道路の花壇づくりを進め、市民と協働で四季を感じる通りづくりを行っています。 

※本アンケートにおける街路樹とは、道路に植えられている樹木などの植物のことをいいます。 

 

 

 

 

問１  あなたのお住いの環境について教えてください。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

    1 街路樹のある道路に面している  18.4％  

2 街路樹のある道路に面していない  81.6％ 

 

問２  あなたは久留米市全体の街路樹の量についてどのように思われますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 1 少ないと思う 32.1％   2 適量だと思う 64.1％    3 多いと思う 3.8％ 

 

 問３ あなたがお住いの地域の街路樹の量についてどのように思われますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 1 少ないと思う 41.3％   2 適量だと思う 54.9％    3 多いと思う 3.8％ 

 

 問４ あなたは街路樹を必要だと思いますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 1 思う  42.9％ 2 ある程度思う  48.6％ 

  3 あまり思わない  6.7％ 4 思わない  1.9％ 

  

 問５ 街路樹には様々な｢役割｣があるといわれています。あなたが街路樹に求める｢役割｣として、特に

重要だと思うものは何ですか。 

（あてはまる番号にいくつでも○印） 

 

 1 新緑や紅葉など季節感を演出し、街並み景観を美しくする  76.8％ 

 2 ヒートアイランドの抑制や CO2 削減など、生活環境をよくする  61.0％ 

 3 樹木の緑陰により、日差しや雨などの天候から歩行者を守る  53.7％ 

 4 緑による歩車道分離や視線の誘導など、安心･安全性を高める  34.0％ 

 5 小さな生物の住みかとなり、生物多様性や自然環境の調和を生み出す  22.2％ 

 6 防風や火災の延焼を防ぐなど、防災効果を高める  19.1％ 

久留米市内の街路樹の今の状況についておたずねします 



問６ 久留米市内の通りで特に街路樹などの雰囲気が良いと思う通りはどこですか。 

 （あてはまる番号に３つまで○印） 

 

 1 明治通り 39.4％      2 昭和通り 6.0％      3 ブリヂストン通り 73.3％  

 4 三本松通り 16.2％     5 医大通り 33.7％     6 櫛原バイパス通り 7.0％ 

 7 上津バイパス 10.2％   8 中央病院前通り（田主丸町） 7.3% 

 9 ポッポ汽車通り（城島町・三潴町）  3.4% 10 その他（            ）  3.5% 

 

 

 

問７ 住民参加（市民ボランティア）による街路樹の維持管理についてどう思いますか。 

 （あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 1 必要である  27.3％ 

  2 ある程度は必要である  64.4％ 

  3 必要はない  8.3％ 

 

付問 設問７で、「1 必要である」、「2 ある程度は必要である」と回答された方におたずねします。 

どのようなボランティア活動なら参加できますか。 

（あてはまる番号にいくつでも○印） 

 

  1 草とり 30.8％ 2 ゴミ拾いや清掃 56.2％  3 落葉の収集  34.3％ 

  4 花などの植栽  21.6％  5 街路樹への水やり 15.9％  

6 お住いの地域で行う一斉清掃活動  43.8％ 

  7 市内のイベントで行う一斉清掃活動  21.6％  8 その他（        ）2.9％ 

  

付問 設問７で、「1 必要である」、「2 ある程度は必要である」と回答された方におたずねします。 

あなたがボランティアの取組みを行うとしたら、久留米市からどのような支援があればよいと思

いますか。 

（あてはまる番号にいくつでも○印） 

 

 1 用具やゴミ袋等の資材提供 60.3%  2 清掃したゴミの回収 71.8% 

 3 収集した落葉の回収  62.2%   4 花苗や苗木の支給 41.0% 

 5 金銭的な支援 28.6% 

 6 除草や花植えに関わるボランティアの制度やイベントの情報提供 26.7% 

 7 維持管理に関する技術指導や講習会等 11.4% 

 8 その他（                        ） 0.3% 

 

 

 

 

街路樹の維持管理についておたずねします  

【参 考】 

久留米市の街路樹植栽桝等を活用したボランティア制度は、「くるめ花街道サポーター」な

どがあります。 



 

問 8  久留米市の街路樹について、ご意見やご提案があれば自由にご記入ください。 

（５００字以内） 

 

回答欄：テキスト形式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで、「２ 街路樹」の質問を終了します。 

次のページからは「３ 文化財」についておたずねします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 文化財について  

 

久留米市の文化財・歴史について 

久留米市は、古来より筑後川がつくりだした肥沃な筑紫平野の恩恵を受けるとともに、九州における交通の

要衝として、重要な位置を占めてきました。市内には 178 件（令和 3 年 8 月 31 日現在）の指定文化財をは

じめとして、古墳や山城、歴史的建造物など、永い歴史の中で培われた歴史遺産が現在も数多く残されていま

す。 

 

 

 

問１ 久留米市の歴史遺産と聞いてイメージするものはありますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

     １ ある  47.3% ２ ない  52.7% 

 

付問 問１で「１ ある」と回答された方におたずねします。 

イメージしたものをご記入ください。（250 字以内） 

回答欄：テキスト形式 

 

 

 

 

 

 

問２ 久留米市の歴史遺産として知っているものはありますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

     １ ある  34.3% ２ ない  65.7% 

 

付問 問２で「１ ある」と回答された方におたずねします。 

知っている歴史遺産をご記入ください。（250 字以内） 

回答欄：テキスト形式 

 

 

 

 

 

 

 

 

久留米市の歴史遺産のイメージや認知度についておたずねします  



問３返答ありがとうございます。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 

 

 

 １ 週に１回程度 0.6% ２ 月に１回程度 5.1% ３ 年に１回程度 21.0% 

 ４ 数年に１回程度 25.1% ５ 見に行ったことがない 48.3% 

 

問４ 久留米市は歴史遺産が豊富であると感じますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

   １ そう思う 3.5% ２ どちらかといえばそう思う 22.5% 

   ３ どちらかといえばそう思わない 45.7% ４ そう思わない 28.3% 

 

問５ 久留米市は歴史や伝統を活かした魅力づくりが進んでいると感じますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

   １ そう思う 1.6%                               ２ どちらかといえばそう思う 17.8% 

   ３ どちらかといえばそう思わない 32.7%         ４ そう思わない 22.2% 

  ５ わからない 25.7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご多忙のところ調査に

ご協力いただき、あり

がとうございました。 

歴史遺産・・・指定文化財をはじめとして古墳や山城、歴史的建造物、伝統行事など永い歴

史の中で地域の人々によって培われた文化的所産を意味します。 


